
全体総括

136.32

経常収支比率は100％を上回って推移しているが、一般
会計からの基準内繰入金による影響が大きく、営業収支比
率では100％を下回っている状況にある。今後、人口減少
と比例して水需要も減少し、給水収益の減少が見込まれる
ため、費用の抑制に取り組み、適正な経営管理に努めてい
く必要がある。

流動比率は依然100％を下回り、全国平均と比較しても
大幅に低い数値となっている。法適化をしてまだ６年目で
あり、現金預金が少ないことも大きく影響している。今
後、経営の改善により流動資産の増加に努め、実施事業を
精査しながら適正管理に努めていく。

企業債残高対給水収益比率は、投資的経費の財源を企業
債に依存せざるを得ない現状により、数値が全国平均より
高い状況である。費用対効果や施設の統廃合等の検討を行
いながら企業債借入の抑制を図っていく。

料金回収率は全国平均を上回るものの100％を下回り、
給水に係る費用が給水収益で賄えていない状況にある。給
水収益の大幅な増加が見込めないため、施設の統廃合等に
より維持管理にかかる費用を抑え、経営の改善に努めてい
く必要がある。

給水原価は全国平均と比べると低くなっており、適正価
格を維持していくために、企業努力による費用削減及び、
有収水量の増加に取り組む必要がある。

施設利用率は、50％程度の利用率であり、将来の給水人
口の減少等を踏まえれば、今後さらに下降していくことが
見込まれている。施設の統廃合やダウンサイジング等、適
切な水道規模の構築の検討が必要である。

有収率は全国平均と比べ同程度であるが、一部の地域で
頻繁に漏水が発生している現状もあり、配水量の効率性を
図るため、施設や設備の適切な維持管理に努める必要があ
る。

2. 老朽化の状況について

有形固定資産減価償却率は、全国平均より下回ってい
るが類似団体平均よりは上回っている。

管路経年化率については、全国平均に比べ、低水準で
あるが、昭和５０年代にかけて布設された管路が次々と
耐用年数を迎えているため上昇傾向にある。

管路更新率についても全国平均に比べ低い数値となっ
ている。

将来の人口減少や節水型生活様式の定着等により水需
要がより低迷し、水道料金収入の減少が見込まれる中
で、老朽化していく管路や施設を更新するための財源確
保は容易ではない。今後、長寿命化、施設統合等による
更新費用の抑制や平準化が必要となってくる。

このため、中長期的な視点から施設・財政両面の健全
性を確保し、持続可能な水道事業運営のため、計画的に
管路や施設の更新に努めていく。特に管路については、
濁り水や漏水事故が多発している箇所を優先的に更新す
ることで、施設の維持管理に努め、水道水の安定供給に
取り組んでいく。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

当市の簡易水道事業会計は、平成２９年度より公営企
業会計に移行しており、経営状況をより正確に把握し、
効率的な運営に努めている。

しかしながら２３の簡易水道事業を有し、施設数も１
００を超えていることなどから、維持管理にかかる費用
が高額となっており、一般会計からの基準内ではあるも
のの繰入金に依存し運営されている現状であり、安定し
た給水を維持するためにも経営基盤の強化が急務となっ
ている。

持続可能な水道事業運営のため、財政状況や水需要を
勘案するとともに費用対効果を十分に検証したうえで施
設整備事業を推進することや、身の丈にあった事業計画
を策定し、効率的な予算の執行に取り組むことで、経営
の健全性と効率性の向上が図られ、生活に欠かすことの
できない重要なライフラインの持続に繋がっていくもの
と考えている。

162.38 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 40.97 29.18 4,500 22,135

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

76,537 866.79 88.30 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 簡易水道事業 C1 自治体職員

経営比較分析表（令和4年度決算）
秋田県　大仙市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【104.96】 【30.67】 【195.24】 【1,090.93】

【73.88】【52.36】【274.97】【58.61】

【39.30】 【18.76】 【0.65】


